
 

  
 

一般社団法人 日本急性期リハビリテーション医学会 

 第 6期 事業報告  
（令和 3年 10月１日から令和 4年 9月 30日まで） 

 

1．会員現況 

   令和 4年 9月 30日  会員総数：257名 

  （令和 3年 9月 30日  会員総数：266名） 

2．役員、代議員  

役    員： 理事長１名、副理事長 1名、理事 5名、監事 1名  

 

代議員(社員)： 90名 

3．社員総会の開催 

令和 3年 11月 13日 名古屋国際会議場 4号館 1階 白鳥ホール(南)  

出席 44名、委任状提出 44名 合計 88名  

4．理事会の開催 

・第 1回 令和 3年 10月 22日(メール審議) ・第 2回 令和 3年 11月 13日 

・第 3回 令和 4年 2月 21日(Webシステム) ・第 4回 令和 4年 5月 24日(メール審議) 

・第 5回 令和 4年 7月 1日(Webシステム) ・第 6回 令和 4年 8月 31日(Webシステム) 

5．合同シンポジウムの開催 

（1）令和 4年 6月 24日 会場：パシフィコ横浜ノース 

『診療報酬改定でさらに広がる早期離床・リハビリテーション』 

第 59回年次学術集会中における日本リハビリテーション医学会、日本集中治療医学会との合同 

企画 

6．研修会の開催 

（1）令和 3年 10月 1日～10月 31日（オンデマンド配信） 

   『急性期病棟におけるリハビリテーション関連専門職研修会』 

日本リハビリテーション医学教育推進機構・日本リハビリテーション医学会との共催 

 

（2）令和 3年 11月 3日～11月 24日（オンデマンド配信） 

   『急性期病院でのリハビリテーション処方の作成法研修会』 

日本リハビリテーション医学教育推進機構・日本リハビリテーション医学会との共催 

 

（3）令和 4年 8月 6日～7日（Web開催） 

   2022年度『急性期病棟におけるリハビリテーション医師研修会』 

   日本リハビリテーション医学会・日本リハビリテーション医学教育推進機構との共催 

   87名参加 

役職 氏名 所属 役職 氏名 所属

理事長 田島 文博 和歌山県立医科大学 理事 西村 行秀 岩手医科大学

副理事長 安保 雅博 東京慈恵会医科大学 理事 馬庭 壯吉 島根大学

理事 角田 亘 国際医療福祉大学 理事 三上 靖夫 京都府立医科大学

理事 佐浦 隆一 大阪医科薬科大学 監事 芳賀 信彦 国立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ



 

 

 

一般社団法人 日本急性期リハビリテーション医学会 

第 7期事業計画 

（令和 4年 10月１日から令和 5年 9月 30日まで） 

 

１．理事会の開催  

第１回 令和 4年 10月（メール審議にて開催） 

第 2回 令和 4年 11月（第 6回秋季学術集会中） 

第 3回 令和 5年 8月 

 

２．社員総会の開催 

令和 4年 11月（第 6回秋季学術集会中） 

 

３．研修会事業 

 （１）研修会の開催中止 

国立京都国際会館において令和 4年 12月に『急性期病棟におけるリハビリテーション医師研 

修会～疾患急性期におけるリハビリテーション医療の実践～』の開催を主催・企画にて計画し 

ていたが、日本リハビリテーション医学会主催の「急性期病棟におけるリハビリテーション医 

師研修会」が 8月 6日～7日に全国より参加が可能な Webにて開催がされたため、昨年に引き 

続き中止とする。 

    

 （２）日本リハビリテーション医学教育推進機構が主催する医師向け研修会を日本リハビリテーショ 

ン医学会と共に共同主催 

 

『急性期病棟におけるリハビリテーション関連専門職』研修会 

配信期間：未定（2021年度のコンテンツを再利用） 

開催方法：オンデマンド配信 

 

４．シンポジウムの開催 

日本リハビリテーション医学会との共同企画で合同シンポジウムを開催予定 

 令和 5年 6月 第 60回日本リハビリテーション医学会年次学術集会 福岡にて 

 

５．テキストの改訂 

令和 2年 2月に発行した急性期のリハビリテーション医学・医療テキストの改訂版発行に着手 

する。 

 

６．関連専門職との関係強化 

理学療法士、作業療法士が急性期の医学・医療について学べる機会を促進するため、技師長、 

副技師長との関係を強化して、療法士が参加できる体制作りをすすめていく。 

 

 


